






































































































































































































































































































金子  肇： 
そのあたりの問題は私も外交史が専門ではないので、むしろ曽田先生に答えていただいた方が
よいのかもしれません。ただ、日本の、とくに 1910 年代の日本の中国の南北政治家・官僚に対
する影響は非常に大きいものがあったと思います。とりわけ対華二十一カ条の前後、まさに本書
が取り上げている大隈重信内閣のあたりですね。また、中国が日本の出方・方針に大きな影響を
受ける場合、日本だけでなく欧米諸国の対応や出方を注視しなければならないことにもなってき
ます。欧米諸国を中国の側にどのように引き込むのか、アメリカやイギリスの日本との関係が対
立なのか同調なのかという点で、中国に対する外交的プレッシャーのかかり方も当然違ってきま
す。中国にとって、より広い国際関係の利用の仕方次第がとても重要であり、日本を重視すると
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いうことは欧米諸国をそこにどう引きこむのかということとも密接に関係してくるわけです。た
だし、私が今述べたことはあくまで一般論ですから、この問題は後に少し詳しい議論をしていた
だけたらと思います。 
石田雅春： 
ありがとうございます。 
水羽信男： 
よろしいでしょうか？ 4 時でいちど休憩を、と思ったんですが、またみなさん、お疲れだと
は思いますが、お話を三つまとめて聞いて休憩に入った方が、その後の議論の準備もできるので
はないかと思います。大変にお疲れのところだはと思いますけれども、布川先生の方からコメン
トをいただきたいと思います。 
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